














南 東

西 北

東側は隣家と視線が被らない位置ではあるが、水回りなどの
プライバシー性が高い方向の為、高めの位置に窓をつけ、光
は取り込むが外からの視線は入らないような窓位置。

北側がご実家の為、あまり「閉じすぎない」設計。お互いのプ
ライバシーは考慮しつつ、閉鎖的になりすぎない距離感を大切
にした。家の顔である北側の軒や横壁は、季節によって変わる
太陽の当たり方で「影」が外観の印象を美しく変えるように計
算されている。

南側は高台の特性を活かした窓の配置
横壁をつくることで、サイドの道路や隣家からの視線は入らず
室内から、外の視線を気にすることなく南側の景色や街並みを楽し
むことができる。

高台の為、視認性はそれほど高くないが道路側の為
道路側から室内が丸見えにならないような玄関位置



上益城郡風配図

風配図とは、 各方位の風向および風速の頻度を表した図です。

建築家は周辺の建物や環境を実際に目で見て、 データと照らし合わせながら

風の向きや、 入り方なども計算して 「窓の配置」 「窓の種類」 「建物の配置」 を決めていきます。

洗面を脱衣と別にするメリットは来客が洗面を使用する
ときにプライバシー性が高い、脱衣に入らなくても良い
ところや、家族間でのお風呂や洗面を同時に使うときに
気を使わなくて良いところです。

洗面は予算的に１つですが、幅を広くとっているので二
人並んで使っていただけます。
朝の準備もスムーズになると思いますよ。
室内干しもされるとのことだったので、脱衣は室内干し
スペースと兼用しています。



真夏午後１２時真冬午後１２時

冬は部屋の奥まで光を取り込み暖かく、夏は窓から入る直射日光を避け、涼しく

自然の力を最大限活かしたパッシブ設計。

夏と冬では太陽の位置が異なります。建築家は季節ごとに変わる太陽の動きも熟知した上で設計します。

（冬至） （夏至） 太陽の南中高度（太陽が真南にきて、一番高く上がった時の

地平線との角度）が最も高くなる為 , 軒を出して日射を遮り、

室温の上昇を抑える。

太陽の南中高度（太陽が真南にきて、一番高く上がった時の地平線

との角度）が低くなる為、太陽が西に傾く頃、窓から部屋の奥まで

暖かい光を取り込むことができる。


